
 

 

外来医療計画の策定について 

 

１ 趣 旨 

・ 地域ごとの外来医療機能の偏在等の情報（外来医師偏在指標等）を、新たに開業し

ようとしている医療関係者等に可視化して提供するとともに、地域における協議の場

において新規開業希望者への働きかけを行うことで、個々の医師の行動変容を促し、

偏在是正につなげる。 
 
・ 地域ごとの医療機器の配置状況等に関する情報を可視化（医療機器の配置状況に関

する指標等）して新規購入希望者に提供するとともに、地域において医療機器の共同

利用に関する協議を行うことで、医療機器の効率的な活用につなげる。 

 

２ 計画期間 

・ 令和元(2019)年度中に医療計画の一部として外来医療計画を策定 

（策定スケジュールについては資料３－５参照） 

⇒ 令和２(2020)年度からの４年間が最初の計画期間 
 
・ 令和６(2024)年度以降は、３年ごとに見直しを行う  

 

３ 外来医療計画の構成（素案） 
 
(1) 外来医療 

計画策定の背景・目的 

ア 現状 

  (ｱ) 外来医師偏在指標の状況（全ての二次医療圏） 

  (ｲ) 県内の外来医師多数区域（神戸、阪神、淡路） 

 イ 課題 

各二次医療圏において不足している外来医療機能（各二次医療圏における検討結

果を記載） 

ウ 推進方策 

(ｱ) 協議の場の設置（全ての二次医療圏） 

(ｲ) 新規開業希望者との合意形成（届出時の意向確認、協議の場での意見聴取等） 

(ｳ) その他の取組（例：金融機関等への情報提供） 
 
(2) 医療機器の共同利用 

計画策定の背景・目的 

 ア 現状 

   県内の医療機器の配置状況・保有状況（医療機器の配置状況に関する指標） 

 イ 課題 

   （計画策定の背景、各二次医療圏での検討において指摘された課題等） 

ウ 推進方策 

(ｱ) 協議の場の設置（全ての二次医療圏） 

(ｲ) 共同利用の方針の策定（各二次医療圏における検討結果を記載） 
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